
32．分散型データベース(JIPNET-DDB)

における問合せ変換

（財)日本情報滝沢誠，浜中栄治
処理開発協会MakotoTakizawa Eiji Hamanaka

ユ．育・
二jシヒ，ユータ幸,リトワーワセ介して．地理的'こ"BaJL-乙k,さぎ－タバ､－スし以

"DBと略す〕暹黍壱し家ら的'こ単)田さ弓ラス号令{な、 ′ﾌｮ徴型了一ワバ､ －スLD

DB)と好'ざ飛弓ものきあ弓｡ DDB①開発'二'ま大男l}して又っの了っ｡口一寸が

ぁ弓。 1つ(aDDB会葬'こぶ弓ｨ反彊甑信DBを認定し、 二①中身色お言自由函

蓮、屯とぎ各サイト'二晨藍種置き言万室さあ弓。 二才し直ケ毒)"dbP-Joいn)DDB
と時ばぉ、SDD-1ERoTH3諏], zI､)GRES[sTCいI-'17ョ署が､で①宿I)でお宮。

毛ラユつの丁つ°、一寺は．義信翌Lb5idn-uf)と鰐'ぎれミモのごあ弓。 これ!さ相裏
怠さ鴦蒔犠憧暹黄っ康毒J=JBE表ﾉsし、 DDB全体①義一〒員巽暹1－ざに捷
守《さきこて造目酌'こし-乙、、弓､名､として、 PoLYPHEI-"1EEF)DIB同弼］があき。

我Qの目宿すDDBモ後壹のタイプ°己､ぁ弓。辞｣二巨天這う-ヲﾘｿｰｽが宮廷(_ZZZ､､弓堅
菫暹零矛員で､＝這い二とと、 更,こり､ノース①昂這唾豊穣能E詩加さ言二と'こき。

て宕見'二首危のアフ｡D-令ハモ造開で､き弓二と、三原が､そm理由さあ弓。

本論叉ご(さ．我'ユのDFDB①全捧アーキラリ今弐､E産べきとともに、鎮丘イ>-J｡

L)メニトキ①問合せを_提｣二つl.､て論じ弓。

又． 皿層スキーコ篭造LFSS)と涙一アーキラワ今T>

家危型i/)BL以降堂I=.D,peと蒔一ざ）犠築のEめ'二酵素すべき闇霊儒(ま畏鍾

,柱問題評Sm-m)=-9毛了IL｣言語機能､垢熱さ入だず-9の亀毒雀橦， ホストコン
ロータの相童,こぎ．Z生じ言罐と、5散謁壹君PS=-ﾀが地理的'二宿:高Lして、喝二二

|こ写，z生じ弓間霊①つ点ごあ弓。 これ~SE露釆さ弓だ‘鉤の我Qの了う'O一寺を

囚層スキーコ巻匡し品(入』r_scke,y､a3Tuat人"＝。『頂SS)[T△に工H秀’詞久。と暗ぷ。
戸Sうで(さ． きぎ漂弐,こる勺イトのDBri弓の異種性闇霊乞酔乗さす弓。

=PKg E－E毛言'しEcHEIJP76] I二話て、ろサイトのスキーコ①犠支_繕迄暹某
屋詮室すき二と'二琴、z可能であ言。名宜イト ,師スキーコ暹局満内郡スキーユLL

工弓〕と吟が、共屋讓空さｷし怪も①暹局苛獄昼スキー。(_Lcs)と略蔵。 )_rrS
かSLcS/im変換_逼程造1司轌くこと時て）ご、 この逼程ご除き､逗承弓望種性暹要種
,睦嬉穀LHI_)[菅記1]としてるもイトが毎黄さ言。
亘疋'二､同種スヒ土斗Lだ各廿ベトのLCSかs、 湿弓芋U 1~f]-ワ栞同体にとって這

嘩①毎弓ぞ－9へ暴色L、 ＝ﾗkを面ヒ4E-R這亨|しぎ言己壺さ弓。 こうk_暹生j体藤

尾スキーコLGCS)と貯蔵､ " GICSIさユーザに対吉弓DDB筐詐への擬一酌
信謨雷でおり、 どこ(二行がお弓かと、、弓'さ敵悶霊{さ〒臭え肩く宿，こい弓｡ LCS

か§GC弓①生首､墨程暹宗信仁と時蒸。象旨に(す訣衰DBの意に赤礒憧分さ、謡
危眞意味小'主武罎程で夢'｣、 ニキ乙,専全捧麿理者Leg) '二きり気怠も捉弓。表信

仁乞除去さ＝ｬL言構報(GcSzLcsxm対応,宿報) (さ分津磧報LD工）と吟Xl。
更に共同鉾①ろアフ｡ !〕 '丁一当ン'二哩雪厄言‐夕の意味乞二狂に忌し危害一
3℃ぞ､ 'し芭詮注L_程もの暹外郡スキーユLEXS)と蒔重。
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この操'二戸sぅは＋っ①スキー。と、同種に皇び続宕化と、、ぅ三つ③圭電尼スキー
ユ闇①コッヒ．＞ワ､谷ち誘うZOS｡後産古弓問合せ蚕弐臭(QT>e. LCSかろ

L工sヘ①漣同種金でふり、問合せ分客)LeD) (3Gcstj､sLこS八①唾景_后
/<上ごあき。戸三sの全鉾了一キラワ今やを、 角I､)S工/もpARCCTsEsD"]O)…差
暹串いて護おきと図皀､豆①辱己'二時弓， 、lEx－､. ,､r.墨上」士L－さ弓+ﾆｰｰN":愉亦･士』主よY程乱らrY

J

r

叉丁
QT

＝垂iい、 ‘

cwホー｡I

図司旦疑一アーキラワニナ守、

団兄.1FSS

3． 同種気上

同種七tさ

し代'し童は

L工己遅E－E蓬ざIしてy共屋詮産さ弓二と'二写、Z司官Eで、お弓｡ LKCS

共屋言琵とLZeuE)_j[Ha:DG75~]暹田心弓。后肖雪上(さ表ヨユヒ用!、

て 上工s唇寺暹諒淀ささE－便モ言'し電毒
’こ1商工'こ置壊さ弓二とに琴、 -乙行這う。

図3､。(ざ DBTG型①pBmスキーュ(団3J

遅｛司種化ささこて'二客，て得s未だL二s暹

邑）示し之口弓｡ ESR(ま皇象菓合追養もきり
レーラョン琶夢D、 RS只画閏賃牲莫合暹謹も

すりし－ラョンさあ号・雇』生'二つ、､た下衾'す逗

司Lがキーぎみ弓二とを、 （」レージョュふ下糞'す

こ‘痕がスキー△で訊弓二とを毛Qまし-乙、､胃。

雀3.ユ モ言､L薄雲①言辰，
図3，ユ 』配磑勺くア①L工S

這翼
、1

EろR画壇LZI14m巳， ‘』Ku=)

聖に型mg, o』』唇）

画と (Png迩呈』書｡av､azT)
…（上皇。 ）

庵R唾L型篁､2三' Pjaam旦）
重し匡坦廻呈》 隻埠w,-e)

EELF里塑呈， 皇迫皇里菫2)

_EEL L-"m三』上豊僅恰）

団3コ図3. 1dy .LCS

橦算合 属性 專象尭合 霞r鴬牲簗台

属性定簔可弐1jL-う'含詞し

モ尋lL，
リレー薄>闇0題徳

,性L釧等ｷｰ写）

セ1ﾗ}､理

U>DLコート理ノ

リレー子葺＞

童目｡宙ｶー

ラユス

璋目名cDg~[G.モ毒'し し。～腱型

ｽｰﾙ膜① スールIﾐ品

-柿一ラコス …ﾄ製|唾バス
XnSモざYし
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4．闇合せ垂侯LQT)

QTLさ同種に①璽躍程で謡D、 后鱈走乞､除き之ｷL二EH工暹用l~､-こ、 L_｡CS遅参

鵯古3局蒄悶合せしLe)むろ豆①勺イトご雲行司籠億もr)L寺陸生裁き言罎套
這、、う･

4.エ イ痘珪一
e､T暹毒ヒミ迄之、韮の等弓唇禧定暹設｣す胃。

l) Le(さ、QLAELI二言って詮塵さネーzl,3｡

三) Let*. △語悸さ･こ1で臺閏趣二を二言寺這い。問合せ内の
合せとして史華さ弔一、 ‘を、結旱、定謹U三苫， ‐乙置

3）検索礎能'二つ､､之小守ﾅ棲言さ言。

、猿へ五蒔閣

で､きる。

4) Le内ぶ詫合c3｡『n> {4LCS内①Rろ度に尤3 -Z書むれ弓。 二才J』ﾑ外の耗
合'さ零鴦時とき弓。

言〕応塔雪間{さアワセスさ系ヨオカーラニフz_､lzt仁倉l)す弓。

6） 目標PI-")LとしzCDGnrc77~] |二基づ､ 'Wa-DBTGタイ~)。の毛①程壱三号。

二mタイプ，を猿言さ3m(まこ未が訳君DBoDBHうとしz今後墨も看力
と老乏s永弓かさきお弓，

うr) Le①条幹蔀!さ稽正瓊弼琶晶3。

斗豆QTの犠憧

QT(意図4.1'二家きざ弓に、捲瞳蚕三嘆LS~T) ,
最愚走LOP-r)、prlL生蔵LDHLG) (n3つの
;主零橲モ寺且一 |しかろふうZng｡STELQ内m

Lcs電麦をDBTG零毒に置き摸え言。 この結
果(さDBTG問合せ‘ずラフLDee)と崎(#-K3d

うフ'こぎ(）簔毛さ三K_S｡ OPT｡.pee①全

J－にこりこりと左詞さ飛司-アワセス(fスの中て墨

危直も①進見つけ、 二未を目轌ねBI-"1言①ヤワnス

単金'二分急)す言，DrILe(さ この~POC又堂毎を
jlEI二登庁こり、 目甕』二)HLを生添さ弓。

ご才、3，毛全一 ｜しぶ'勉電と古弓繍穀Lさ H工こし
-乙名可イトがりし‐老丁ﾊｰ弼茜ご嗜萱Lて、、ろ。

| 構置淀換jsT)民
H工一

承一コ

函

息泉壷tLoPT)

H~エー

や済コ

ース

了

43 151)

3つ‘詞毛蒻－ 'し'二つ、、之蕾諭す35) I="本論豆_ご
ml,~ZlTﾐ洞l)|zyl、之痙ベ3｡ S薑ご志し危宿I)Q3.21=

壷して史の問合せ逗考乏_諄弓: "DBEI cl -ﾇ5国

j主嘱研究し-こいミフ･ロラェワト①代表者小春下が同

じ。｡oジェO卜に属L~Z､､弓電 ‘芝の丁oジェワト品と

琴下LEI､)G)の兄首)を求励ざ bl oごｷUさQMELI二
寡 ~Z'f寸讓2①寿S'二詮庄で‘さ言。

、

図41QT①嶽蕊
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s繕迄蚕換_(ｰ舌hEtIAxzTransfbrn,､ ov､s丁）
同種弐二tき、 L工s悪妻迄窪3ユ '二基づ､ 、､Z乱爾工に論淀,させさ二とに客，てL_CS
暹生ぶさ弓燈程で晶弓と』､、夫。QT(さ二①逵邉程ごびり、 H工暹用、､て、 ￥Q①

参覗き弓l__C-S電毒と,対応さるL工s辱毒'二置奎換え弓こヒセきぎ考量_二壱ば毒5億い°
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して、、弓。

ここ乞‘ 、 二①ワ職ラフが籍合g_rUご蒲l)Eかも鼠言藷

式①雀①語を謹記じて幅二と遅云意L-乙さと。卸ち、

Lエ'"=3･" v コら=z.c)z､､た和Iさ圭一もせ這い。
二①-EdLQ(さ、名廿へ卜に莞もs永弓以筒)QDIこぷ

り糧正軍ﾇﾋさネヱぃ3毛mとさき。 淀だし条件郡
①各浄の論雲式(結合1!さ制限)は全て伺一①蚕謎L圭参

顎L-zQEI-丁壼孔｛ざ億s唇､､｡ EP古、毛静(さびラフの

リニワに爾辰さ七S~fS｡ この等弓信Left/1ck)F

LYnoJふ色』 く｡n』“亦喧norw､al品rw,）でぶ弓こいい、ニキL
ふずラフ老妻二EL)レーラ合す'し問合せぴラフL1ﾐQG)
とI芳孟。

廟： ．｡』efr I=R]-[:"

回ち･1 RQq

52霞挺轌憧 H;JJenヨート“三tZんr之 。『 HS)

IﾐQG涯串、､之 ¥Qの構造造eBTG震筐へ愛罐し等S｡ きざ、 RQa内①LCS

署毒暹DBT弓零毒へ震才堤さ弓。 宿I)えば、 ノー臆e"(さしつ－陰型EIK)aE、 I~PIさ
七,， 卜埋EPE表おきここ'二信言。 二m種'こし~乙図5コ ’二示すず､ラ。圷曾s
表_ろ。霜しさし3－に製造、是円'さセ‘ゾト型を示し~こい弓。

ノー催r廷考乏之認ぷう。 r (さしゴーに型REPR暹壱もL-こい弓が、 LQ内'二

噂頚二も表_FここI言い｡ご才LI､､ LCS内輌匿求（評もREERP)ff r①二キー属性rname

行－0(ename) E言っていさに駒に、 rn雪me①み遅参需古さ)_e

［さrご(さ億人rここY~Pと暹参鵯どき弓かsぎあ弓。
二①巷｣二. LCSi=1呑官在す弓がLQ内'二I寺鎮二も

弔_葛、、レコー膜型色EHs(eKplwc#|,Hs)とo手承。
I LJ

書…嗣惑藤堂篝差憲: ：冥琵
か5毛か弓榛に、 D>0しゴーに型PkLI二関きき

こｫL弓①セ‘リト型の清譲｣さ)_CS_EI=1ざ有昇王(一宿l.､｡
盤二mニラに、 LCS=1二もLQ内に十壱軒王し痔、､

L セ,ゾト型暹工H≦(TIY,plre'TI､Hs)と吟,童。
EHsヒエR己とを,eもせ乞捷-ｷL繕造し卜‘』｣en

さ偏人E倣難噌婁 。r､ Hs) と時承。 ．
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g,3eBTa電合せぴうフLDee)

ZHSrEHSz_は、 要樫吐構報(_HI_)廷用
いて頭ちさ､|こさ中し言。 二①鐙黒(な、 レコー

に理逢ノー隙こし、 セ､リト型E1jシワとす

きゲラつ’二信言。未IZI式二未暹GBTe

間もせぴラフLDQGjと噌涼。

eee(JLQ①問合せ①菖疋毒暹、罪

零等(ﾚｺｰ膜理ｾｯﾄ理） ’二写，之非今振怠り'二
害もしだも①ごぶり、 S~r①池力と信冒。

しゴー愼理

ｾ吻卜型

窪屋畦
制限

一

E5,3eee

6．愚忌仁(oPT )

ご灰｣、闇塞(#. Leの寺令讓昼9DBTIョ護渠_(_Dqa)かs今演暹生溢さ31､=-zya
ぅ。 二札(3Pea①全ノ ーにzl)>ロと色だごさパスの中ひろ墨逼直もの~E員つ

l寸言二z-ごお言。

6,ユ 目鈎閏趣一

墨遥仁①自由琴とz－L/-乙､ u中間誇畢を星少とし、 冥)~FDCス迄永弓オカーラ＞ス
数二屋屋_<ケzさ3コとのユつち誤定さる。喪T己モざlしは、 IJL=-老す'レモざ､ |し迄票ほ

り、 :D1Lzy生試さ･才L涯黍桑は、再蘆もBTIヨモ言IL－として-ｱ，ワセスで壱億K､｡ gFS不

実’宝ごあ言。徒っ ~Z.-PObスパス①隼中さ中闇霧果が生試されきぽち(ざ、 EDBTG

モ子|して'さ狂莚唇毛のとし-乙月l)mRD塞寒をつくる/uj選び生じてしき、、． 了ワbス

の－蓑4生①,愚かs雲きし△毎、、。 このだめ漢土の目種を壹溢さ言二上が、 スーキー
ワレベ)して(さ墨も重零とほる。

功時． 諄‘)急速得~PTフセス暹曾言だめに'唾辱と蒔言。 =Ff_Iさ斗鴦さ塵くだく巨星

ち〕に墓づ、、z、､3。

6ユ ァヮセスこうK=3オカーランフz"'g)罠潅もL)
アワセスさﾉｰfミオカーラユス巻一暹○c△上謹さ。本浄舌はアワセスぽ久①生温'二

に雲と信言○<企､①見罎もDにつ、､之考丈さ。 ここざ､ /ncEDQeのし窪目の）一ドミ，

afJEmG①』生目①属性、 ccErncの星オカーラ＞Z極・ sさを誼①漫転蘆L=|ご赤v喝)とす
る。 乙壹Pとち遅開い言と制限"aq=''r､､進睾足さ弓'γLU①オカーう＞ス謎-の平均蓮はcc.S9
と信弓。 又でし廷"LC 1二謁さ弓害征甲)曜式の豊乗意、 元'邉二のヲちCALC_這目暹考零‘
さ言も6－)①塁索重、 ぅ』陸cALcnj-①もo､①遷乗宣逵きう。 二二ごつc=sJ｣s』ごあ

り、 〃し慮浮CALC害征矧隠式を肴程億向壱h-lざぅj=ユ肴こ(ざ。≦認≦ Iご毎号。
ノーにmcS<~Pワセスパス①閑臨ノードと古弓と､OCAc(さmC①アヮセスモード I二食
宮古言二と'二蒔言。許ち ○cAc =sJ.ccであぅ。

ノーに"LCがセ､｡ |~理S呈由ごnjさ君~Pワセスさ中し言場合色考えて詔寡う． 二＝
sも‘直、 ′nj①ユオも一ラ＞スヒ己暹介しZDユワ乏末塁-て一、､3m‘①才b-->スの平均
"と古3． mcが崎①霊であれ官､当c－工、 通ざおy中しばs崎心zユ乙右､弓。 ご-人を
"n3と、 ○CAC = OCAJ' ≦吟じ迄信弓。
ニリミに、 這．①ノー|q, (n,J---,nB)が鐸形に二①}|直にD〉D起才Lzい3項台~E宅三乙
3+3｡ /yl4廷閑娼ノードとし恒電二ml)ユワ内で~~POCスさ'中、弓オカーラ＞ス謎Z_L
ocA) (惑渥①荏(二億号。
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○cA=5,' ･c!い・弓#"52!1い十sﾝﾗ2詞いf－－－い十古愉-2521,-2,,-,い寸舌h_, ,s2I,_,,r,))--- )))

6,3 -Pワセス木LPT)

垂'二、⑨eeがちアワセパスE由百k古弓燈程'二つ、､z論じ3｡ -PDCスパスぱ{"G内
のり＞ワピ『とｷLIこ耗合さ永這ノ ードと畑爾を言づ､永31値肩に対応し乙ぃ3｡ この
パスは一鮨｣二斗刃G内①全Zd, I)>ワ暹ユニーワに肴ち、 全乙の）一に~E､ -晶言も

msrrte_l二言つ木こし-乙老もすことかで雲｡こ才醒アワcス木L烏丁)と吟承､op"が竹イ
ワ』し迄言つ景合に、 角T内に冗長ノー1茎が頚Jも才こう。 このR是ノード進合昂_ノード

Lc.rtqv､efTfn｡｣ぞ。炉ck/)と蒔裁｡ C_IJ Iさ何Tに志いて重電T寺再往と直弓。DQG①誘弓
ノー牌Y、がAT内に九コの識応するノードし卸ちck))LtI )---,配）睦君ってし淳弓。

‘γし=zきおう尺礒、 ti>---,t"-E-Pワセスしだ名Q6~)結果の某忌琴昂(『KE炉s=E1F｡n)が求め

弓解と尽き。 中間結果の生試暹最少乙さ3だめ'二ぱ‐ 二m壜乍を墨もやせも(ざほ
S危い。

Ck)い生芯JさpQGか5月T①生試丙菫'二大葦4震亘し乙竜｡二mだめ令口は樗理LLY電郵』t-
fiYzt)と載醒LLJe帥-糸yす）と①又つび~)木生滅にっ､､之寝訂し恒。

や-.・’6．斗 ズ雷理自T生試LEFIA)6.千種理gT生試しﾓﾂFIA)

こい秀簔ご(4､eee内me､'g )-ドrの蔑勇ノード
セ聿肋、 ○＜Aが,卜±､lielal-⑮各ノ ー臆とし-乙'j>

，吉弓､ AT内①rと宿しべ'し⑦ノードに講し-乙宿上事

暹全て行信弓｡ QTI=')ユワさ系_だf"Gノーに造OLJ〕と

コーワさ弓。薇｣二○LD上唇3 -こい3毛mが頚_~Sも未だ

宿ろ． 二才I_(#<-Mと肩弓。

図6ユロ回E3(J,DQGかS量を雨晦ノードと古ヨニ

と'二琴, -Z企言うk_毛角Tごお弓。 ごLrCNであ弓。

二①有')か3毛か弓撲{二、 EF角乙(さ婁信、た註信木内

'二c掴が雲-万も壱ｷ、_得3° こい蚕rZ__lき、ろQの郡侭不

ごこ'二中間耗果暹生承し、 三ｺL舌が彊ノード(P)ご
中間話杲①結合字ﾊz電と毎つ‐乙し寺ラ。

｡6_19Fal二琴弓角T

ﾄｰも＝側DB,'

6弓誰型向TI主注(_F)FA)

之ﾆｷuご毒し-乙固じく恒暹雨娼j －kL恒罵もの金製
木生息'二手3白丁建国6aに毒さ。 二o、秀垂EDF合と崎-び

詳細を図6引ご君己さ。 この壱l)ご(ま 口T(才4通aのノーにPI=
つ、､之えっのcい匡轌っ･乙、弓。便苣二AT内の鮨m'二瓊も

．ﾗk-3もの迄P'’ 二尺、毛の進P州とろづ､け3．首〕達し淀gPA
と1李要眉')、 ノーにPI'Zr l､- P'の三キーしP洞．m這皇)①筐.と舞主
(5~)瞳と建武霊-L．等(一、､露台信竹雇こす弓FJ兼寡、、。 二m

律二DFﾑご(-Xck)辱君一往し-乙毛 ぐBFQと票ほり中間耗果

暹生試し億く-乙琴、、。続栗'〕し‐老＞'己是ﾖﾜ]dJCNrQ
更①三キーの憧暹出力し-乙さき、江〕ソ-]毒の〈ﾝい(ざ主キー
の憧乏琵票!)し-老＞内小窄mと正華一さ弓だけご等＼、。 固

一さ添孔1ざ麺軌）一k/、アワb又に信さ、 、乞うご得けえぱ

p:c

図62DRQl二琴3AT

第21回ブﾛグﾗﾐﾝグ

シンポジウム1980． 1

217



アワCヌーを君t乃弓。義果'〕し-弓/a＞暹用YI-乙c_IJ暹叉9垂出来、 苛むにくヨョ①中間琵果を

j戦電と(一再､、扁(さ画PAの弐壱億車)篇‘ご湿弓。

。に和鷆fc]sTB(x)Eji=j－ドエd漉寅ノーIE ')ストとさ3｡ si-rB( )内'二'さﾉｰ腱‘預tｴ，

31)｡軍__,OL’3崎）がOCA｡‘等,l~さいII直に並べsskz$､3fPso"3､foCA3ﾕ色---4oCA3")｡
See内の含之のノーﾄﾐ(すNEpとコーツ乞う札乙R,3｡ PLAsl,』｡。,,､LA) >
土[南妃)-ド①来室] F"①会之①ノード内乞暴ものOcAを蓑つT三も①廷南端ﾉｰドcJzt3｡

2･ P(人sI,」…(x) j 。←が'､庭両こコーワ乏ﾈ_-Z_nf'_(ざ、 ○LPヒユーワさ写．
3. S-TB(/)ざ建唇も(#IO/､｡

4, [sTB(z)のう一今コ コー4） し とj←oj

s､ [JB.)内①こ史の詞(ユノヨし＞をこり辻､さ］

し←し÷1 j じざ′γ、諄'〕大-き{す中いざ 弓へ。

STBo二）かうじ會巨ゅ講しメ,3-)E取り士､古。

。Cがいョ丁 で ．≠.AES(ざ､､ S八。

．と3“［3噂'寺誇ﾜｺと卜)己両迄ユーワざ中q三)一催］6． 郡がNE両で。=& .JL信も(ざ、
言へ。

マ 3cが○し二、毎ろ（ざ、 詐暹<DI､)FL(人EUTLcIJ)とコーワさ弓。
』←』十ユ］ （工,3‘）暹ェ①』雀目の夜としzg~T'､')ニワさ3°9,

（ェ， ．c) -ESTBCx-)か3鎖壱さ言， ぢへ。

ヲ､［ 言而己1)内①含Z①対蒔‐T，｢〉bスさ-ヤJE~] 訓≠Ae31ざ、 エーヨ 、こ'ヱ辺へ。当

Ic[PoPししPJ PoPし~PLエフ 〕

工が八宿3（ききtbP ) 孔弓含回すなIざ3へ

63 DFF)

66 ST6､Sアワセスパスの生怠
アヮセスパス{さ白丁のノードセPY=orJe'rご誘俗1三舅合小猿上こノード乙⑮冠①シー
'丁己ス,二諄，乞表も乏言h_3｡ こい冠(寺同蒔に目握PBI-'iSO-T'ワセス洋種、 e･3
D官唱mFXkjDI,jEXT-- , F工｣JDOWI,jeR一，と尾，之、、言。 二①禅乙ノーIごm粛逵ア

ワセス蛍く豆(_△し')と崎承。

科)ﾗJ蔀、 図6aか3得3戒3アワcスパス!さ（(-,置) (FP, P橦尾) LP燈, P夫)し叩,r)

LY--､e)しPe, P ))と鱈3° 大のつ､~､た蚕_謎｣寺CIJ暹表もL－－乙い3．

7 9r/ILの庄鼠LDHLa)

墨宣mp同唱(さ〒ワセス(Wス遙壹庁蕊，乙各アワセス単位しALl)ごとにDhL
建急記COBCL3｡Oワ｡う4_j､暹生ぶし、全角主とし-乙:求齢言つ｡Oびうムセ出力古弓｡RLI
は、 稲式白ご) 1二次_の手弓に詮庄-ご乏言。

リン

や
洲
》

味
吋
討

一
吋
一
髭
汀

銅
》
》

口
函
野

屋
、
Ｊ
く

一
フ

７悸
十
同
ノ

ー
何嘩陸

く
Ｄ
Ｒ
Ｃ

醒
唾
》
ｊ
ｊ

／
し
冊
ジ
ー

、
ノ
ａ
０
Ｕ

》
『
《
叩

き
ノ
ム

和
睡
郵
函

Ｌ
Ｌ
Ｌ
〃
し

７ｊｎｔｎい、ムノＬ４
０Ｊ自

第21回プログラミンク

シンポジウム1980． 1

218



や荊声'さ街Tの稜｣二討薩し-＜にcovj-1JFe>!さ技の下云'こつ口Eﾉｰに'こ対応す弓。くFe<｡vJ_
W拝7が4s罫ｳP｡＞①壬である雷NEXTﾉｰに、頚であ弓蒔OWR)日ﾐﾉｰにと禮副｡FRNE
TETRIJLさく言引ご1jF･〉暹介LzIj>ワさ才tたく産cod-GPg>の全て①オカーラ＞ｽた了ワセス
しだ鱈①復帰先E示してい弓。 E画便kj lさユつ主義足さ言毛①が肩か，た電~TETRN

(さ少毎ムと毛工つ噂義足吉弓毛①があう危雪①復屍ユー‘ソト謹呈である。 AT内の
ノードミ Y- O)ERTRN (さ ヤーの誤がい曰くTﾉｰにほら,ざ！そ才乙-ごあ') 票尽壷!ざ翠①EETRN

史と眉弓｡ TRTRIJ(古 ヤが石考に兄弟ノーに暹培，Zn中しば‘そ才て_Z§あI) 富,寸表Iざ

親がIJEXTﾉｰド宿ら(ざこ①表二ごあIJ 実ほれ'弓霊mTmRkj先と毎言。

△(人(さ8つのワラスに循逢さ軍h弓。矢ざノーに芯葉、 中間、開始、混壷か,ご芯，

乙4つ'二分'丁g孔弓、皐訶〕①又つ!さ雲'二 kjEXTかOWNERb､|こ琴うて各I之L低さFIRIEXT,
L鱈T重c両卜尼R,k)aT) WNER Iこらけ5飛弓。後_の三つ'ざアワセスモー膜がCALcかど

う台にき’てるQ、 CﾑLC, FIRST工_EN_C〃 エ-F画蚕Tに分けら表弓。各角(人(さ二の

8つ、パターン'二ついて照合が行僖’も才乞、 。,ﾘ今さ鶉_'ざ宅證に更娠g吉富DI-JLが
盲動官ぅ,二生き主束弓。 パワー＞とわnLとを喬註gl二志さ。

こ①掻'こして図6ユなら生溢ご次だ,DI-/IL七令記4，二志言。

S論講

本論叉琶(#QTにつ､てQしにL問合せからpBTGDhL八m愛喚問霊'二焦点暹当

てて論じだ。 二①中ご蕊摸プロbスの詳細ご哩零構報とEBRらか,こしだ。構造
変換_O璋之13Lこうに墓づいだLQtELDBTGと‘輌權直冠淀'二語、､て明sか|こさ寂3（、

乏篭狂構造E白目鐙'二示L､最適to潭Zは中間結杲として轟栗')し-渚ﾝ握中)開き弓
了'しゴリズ△し町F凸)①堤票迄行信，程。 中間鎬果①生試を最ヶとささ＝とがスキー
マレベ'し嗣最愚に'二志、、て墨も重電でぁ弓亘とから 卯ﾌFA1さ有動で勗弓。更'二
ATm分穣｣二黍{､乙寺ざ星七(nOCAE蚤っ T三ノーに谷5アヮセスさ弓二と'二写，て．

旱､匿期'二アワセス室間遅霜歩調二蚕司饒ご顕｡匡①繩皀、、淀唱牲能を毛信ら古塁え3．

傘qd)QT(さ実匿③I､Q-S)Tワセス提者逼LZk,ig'､, La,L/W-ヲァワセス(さ
n"IS①内琴スキー。しべ|しの問題であI) ､ ､2m/i>フ・リメュラー禿＞に宗冤L~Z1､

弓。無口は中間結果①生試暹墨分とき弓二迄がスキーユしべ'しての最_愚に①最重
誓這目ご勗言と龍f言し-こい3．壷シてアワセスオカーラニス①墨ﾆｹｨﾋも工逆しだ
芳芝､)X外'寺考慮し唇谷コだ。

Dg~Te以外、他、モ弓" |し、福I)又ぱ工卜/YS} 1二画し-乙も我/")Q~｢lさ亀見'二対応せき胃と
老云う。嚴零デー9モ言'し(ま惠藻集合間①閏蔭,吐菓合、宿1)乏嘩p9幅めむ,'J I､理
IHS①港層バス'二琴， Z信徴ゴ､けSFR、 ごｷと5画アヮセスの学位でも為弓. =(D
檬信閏篇ﾝM生薬合の'晴謹暹H工'二得持さ弓二とi二蓉,乙約①モデ|しへ①堀富農も可能ご鰯弓、
最登｣こぷ象①QTlさイ〉フ，リメ＞了-老＞①最塁段階'二'きい，之、、胃。評1こ I4Ia

'二エミインフ・ '）メ＞卜を終も() ､ DFAにまミィ＞つ､ I)メコト迄廷めて､3" GIcS

がちLCS/xm問合せ①分害i)(JQP)にっ、､之主ハ>7' ()メ＞卜E開始して、､弓。QT

gぴQpm実鼠後、 二ｷLろ暹話合し丁工PNETE用、て綻合甑信評価迄行冨うこ逵
弓宝｣ご己渇｡QT(す当該回のH-ICOヱにPW工暹用､､てイーブ，リメ＞卜し ~Zn弓。

参照叉南ミ

[ADIM78 ]Adiba,M. andEuzet, C､ , !oADistributedDataBaseSystemUsingLogicalRelational
Machines,'! Proc･ ofthe4thVLDB,Berlin,Sept、 1978, pp.450-461.
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FエRST

丁，ワセスI]ラスとDI-"1L

LFOUND←false"

FINDFIRSTSOl． goto%02.
%01． FINDNEXT SO1.

%02. ifendset= ''yes",gotQSO6.
GETS01.
ifnot( SO3andSO4 ),goto%01

callRESULT ( SO5 ).
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こ_二で角LI (さﾆﾜﾐの等うで温言。 [ 7重を参報］

(<unit-no> ( SETSO2 ) (RECSOl (CBQR903 ) (RSTE_S94 ) (RSLTSO5 ) )
(UTYPE<a><b><C>) (ERTRNSO6 ) (TRTRNSO7 ) )

％庁､っ、恒教|さﾕ_-)fnコ二‘ﾘ|~内①内郡漫麩望お弓Q l.薪に嫉,C1(さユー､ﾉﾄ毒号句侭日t言つ．

甘蓑4QT①宿l)

cETRTEuE INTORESULTl〔P･PROJNANE"E･ENOINAHE)
8,1? I l IIFREK．Kい‘UORp･･DjWABRSE･ RNpP･PROJSTRT｡、ACTIUE。 L““･ IF L““･TRUE， COTOL9“4.
8ぃGIM1 P･PROJ5VRR･↓970 ｪF REPR-EHCX ISEHPW′ COTOL92“･
小志,lNI1 I;.KEYUORD･PKL,KEvUORDANDPKL･PROJ-NOoP･PRoJ-Ho ROUEFALsETOmc",

HOUETRUE TOLO6w･
識別,DP・PRoJ_卿0.RP,PROJ-NOANDRP,REPR-NO"R､REPR-NO w684･ FINpNEXTENGII唯ER UITHXNREPR士EH“｡
81昌周NDR､REPR-NOoRE･REPR－NORNDRE・ENGINRHE。E･ENGZNAHE IF EHDSET･ 'YES'0 GOTOL9692･
＃1.RNDE･ENGINANEppE･ENG1NANERNDPE、PROJ－HO･P･PROJ-NOJ qETEl伯XNEER.
“4口O』

nOUETRUETOLO6的.
､一一一一一一”TGpHL－－－－－=

CALL RESULT (ENGINAHE ）．
HOUEFALSETOLFOUND.

L“92． CALL CET－HExT－uRLUE (〔KEYUoRD ･ ･mTRDRsED )・ﾘ向LoHoDE】･ COTOLO604o
IF NOpEb 'END', GOTOTERH・

HOUEUALTOKEYUORDINKEVUORpSo L0692. HOUELO60.TOLFOUNp･
EDUPLXCATEENTRV*

L““･ FINDpUPLXCRTEKEYUORDS｡ HOUEFALSETOL“Oeo
IF NOTFOUND ･ 'YES′o GOTOLO192o
CETKEVUORp5｡ IF L“9コ ■FALSE， GOTOL9”，o

LO201. 1F L9200_2_TRUE,_..99..TOL2222..､.'､. COTOLO501･
IF KEYU-PRoJ IsEHPTY, GoTOLO1“･
HOUETRUE TOLe200o

nOOEFRLSETOLO204. GOTOLO203･ L9501･ IF LO500 ｡ TRUE｡ COTOLO594.
＊

L9292. IF LO204 ・TRUE OR LFOUND uTRUE, HOﾘETRUETOLO204 IF PROJ-ENG1 ISEHPTY, coTOLo291.
ELSE HOUEF角LSETOL92“O

L9293. FINDNEXTPROJ-KEVU-UNK_ UIWINKEYU-PROJ, HOUEFnL5ETOLO”3．
IF ENPSET p jNOd， COTOLO205･

8QUEZL""T9"9UNL__､ ,MMFAL5ETOL9299. HQUETRUE TOLO500･
IF LO2M･ FALSE, GOTOL“01･

GOToLel“｡ LO”40 FINDHExTENGXNEER UXTHXNpROJ－ENCX．
L0205．

GETPROJ-KEVU-LINK･ IF ENDSETD JVE9"0 COTOLO502D

*.9uMFRngCESs_ulllr*. ,._..."___, "_, ," cETENGINEER.
L93“o FXNDOUNER UlTHXNPROJ-KEVUo

IF NOTFOUllD ･ jNOJ, “TOL”030 HOUETRUETOLO50コ．
L9．02. HOUEFALSETOLFOUHDo

GOTOL92“｡ CRLL RESULT 〔ENGINANE 】．
L939コ．

CETPROJECT･

IF NOT （ pROJSYAR, 1970RNDpROJSWIT o oRCTIVEo ), CO COTOLO504.
TQL93222_.__'._._ Le502. ,0ﾘELO5”TOLFOUNp･
HOUETRUETOLFOUNp,

CALLRE5ULT (PROJNAHE ）・ HOUEFALSETOLO50eo

g.QUMFRAgCESs_uNII*. .._..... _______. IF Le503 ． FAL5E， COTOLO2“o
L9401o FlHpOUNER UITHIHREPR-PROJ･

IF NOTFOuND p 0NO'， GOTOLe4”･
COTOLO2“o

LO4e2o HOUEFALSEVOLFOUl{p･
GOTOLe2“．

L9493･ a~hFRf,-Fm,--,0 ,p RESULT (REPRESENTRTIUE ) <-JOINRESULT (REPRESENTA
GETREPRESEHTRTIUE･

SULT （E
H0UETRUETOLFOUI{p,

NGINEER ) ONENG1NEER 、ENG1NAHE

（REPRE亜HTRTWE ) <一JOINRE5ULT (REPRESENTnTXUE ) ANDRE

） ONENG1NEER oENG1NAHE

M
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


